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編集後記 
 
 

地震、雷、火事、親父が古来わが国では庶民の４つの恐怖であったが、近年では地

震、台風、津波、原発とでもすべきでしょうか？ 現代文明生活がこの４つのうち、

３つに襲われて、わが国はひどい目にあっています。この中で工学研究所所報第 34
号を予定期日までに刊行することが出来ました。ご多忙のおり、原稿をお寄せくださ

いました先生方に厚く御礼申し上げます。所報を通して工学研究所および所員の研究

活動を発信できるよう編集しました。総説には新任の先生とその研究分野を紹介でき

るよう力作をいただきました。また共同研究の欄には協力的かつ継続的になされてい

る研究を門外漢にもわかりやすく解説いただきました。随想欄には長らく本工学部に

勤務された方の印象を書いていただきました。そして何ヶ月ごとに発行された工学研

究所だよりも掲載いたしました。 
研究分野が異なるばかりでなく、個性もそれぞれに違う先生方があつまって、共通

の理解の下に一つの研究所を運営することは並大抵のことではないと感じています。

冊子一つ作るにも多かれ少なかれこのことが影響してきます。現段階では原稿さえあ

れば、手書きではなくワードかテフでかかれていれば印刷屋さんで機械的に編集がで

きるらしいので、この点は大変簡便な作業で編集終了となります。しかし、このやり

方に慣れっこになってしまうと、いずれのときか大いなるデッドロックに遭遇するか

もしれません。災難は忘れたころにやってくる。 
物理学教室 大成 逸夫 
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